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認定看護師が実施するコンサルテーション 

 認定看護師等実践活動グループ会の時間を活用し、コンサルテーションを受け

たいと思います。 

日時：第１月曜日（5 日以降）13 時 30 分～14 時 30 分 

（１部署に対し 30 分程度） 

コンサルテーションの方法 

：①FC の護師専用会議室内の「看護コンサルテーション」フォルダを 

選択する 

②フォルダ内の看護コンサルテーションシートをデスクトップに移動さ

せ、必要事項を記載する 

③看護コンサルテーションシートを担当認定看護師へメールで送付する 

 同時に PHS で連絡する 

依頼〆切：認定看護師等実践活動グループ会開催の 2 週間前まで 

 

下記の内容でコンサルテーションを受け付けています。ご確認ください。 

感染管理  担当  福田真弓（PHS：4465） 武田千穂（PHS：4250） 

 

 

 

 

 

 

 

 

緩和ケア  担当  福留麻希（PHS：4385） 

 

 

 

 

 

 

 

〇検出された耐性菌等に関する基礎知識 

〇血流感染、尿路感染、人工呼吸器関連肺炎等に関すること 

〇針刺し関係 

〇洗浄・消毒・滅菌に関すること 

〇その他何でも・・・・・ 

〇症状緩和：痛みのコントロール、呼吸困難、全身倦怠感のケア 

〇病状説明後の患者、家族への精神的支援 

〇看取りに向けた家族に対する精神的支援 

〇亡くなられた後の看護の振り返り、スタッフのメンタルケア 

〇エンゼルケア、メイクの対応 

○終末期、抑うつ状態にある患者に対するコミュニケーション方法 

○患者の「もう死にたい」という言動にどう答えて対応したらよいか・・など 

 

 



   

 

 

がん化学療法  担当  新坂ともみ（PHS：4213）   三輪真砂子 （PHS：4802） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

集中ケア  担当  坂本郁代（集中治療部 3195） 

 

 

 

 

 

 

 

 

皮膚・排泄ケア 担当  児玉裕子（PHS：4376） 竹生まゆみ（総合周産期母子医療センター：3186） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がん性疼痛看護  担当 山下智子（4 階西病棟：3293） 

 

 

 

 

 

 

 

〇人工呼吸器管理患者の看護ケアの方法について 

〇気管内挿管患者のチューブ管理と口腔ケアについて〇重症患者のフィジカルアセスメント

技術について 

〇呼吸不全患者のアセスメントと呼吸理学療法 

〇呼吸･循環不安定な患者の体位管理について 

〇周手術期患者の早期離床について 

〇抗がん剤の曝露予防（患者・家族、医療者） 

〇抗がん剤の血管外漏出への対応 

〇症状マネジメント 

 例えば、悪心・嘔吐、末梢神経障害、口内炎、味覚障害、手足症候群、脱毛など 

がん化学療法分野の認定を目指す方はおられませんか？ 

ご相談に応じます。 

○ がん性疼痛のコントロールがうまくいっていない 

○ 鎮痛補助剤について知りたい 

○ バットニュース後の患者さんの支え方が知りたい 

○ 予後についての質問への対応が難しい 

○ 呼吸困難・悪心などへの症状緩和の看護について知りたい 

○ その他、がん看護全般に関すること   

○脆弱な皮膚のスキンケア（浮腫のある患者、長期ステロイド使用患者など）について 

○テープによる皮膚障害の予防・ケアについて 

○褥瘡予防（マットレスの選択や脆弱な皮膚の患者など）について 

○ストーマケアについて（装具交換方法、装具選択、合併症のケアなど） 

○失禁による肛門周囲皮膚トラブルのケアについて 

○胃瘻のケア、ろう孔ケアについて 

 

 

 


